
（２）１次診断（簡易診断）記録

　　　診断後は、診断結果を１次診断（簡易診断）記録表に適切に記録することで、今後どのよ

　　うな対応が必要になるかを明確にします。

　　１）記録表の記載方法について

Ａ-①～④⑦⑨ 

A-①～④ 

A-⑤ 

A-⑦⑨ A-⑧ 

A-⑧ 

Ａ-①～④⑦⑨ 

Ａ-⑧C-⑨ Ａ-④～⑥ 

Ａ-⑦⑨ 

写 真 例 

Ａ-④⑤ 

「×判定」の項

目のみ記載。 

「○」もしくは 

「×」にて判定 

「○判定」につい

ては記載不要。 

 ア：経過観察 イ：要診断 ウ：要対策 

から選択し、○で囲む。 

写真にて、診断箇所を確認。 

（例） 

○○ダム、○○頭首工 

（例） 

○○土地改良区 
必ず記入。 診断者全員の氏名を記入 
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　　　基本、１次診断（簡易診断）記録表（エクセルデータ）に診断結果を入力し保存します。

　　　なお、データ入力した結果は、県、関係市町、県土連などの関係機関へ報告します。　

　　２）１次診断（簡易診断）記録簿

　　　診断時に使用した１次診断（簡易診断）記録表は、（１）－４）－イの「１次診断（簡易

　　診断）記録簿」として蓄積していきます。

　　　記録簿は、電子データとして保存蓄積していくことで、半永久的な保存が可能になり、ま

　　た、関係機関との施設情報の共有化も容易となります。

　　　

施設管理者 関係機関（県、市町、県土連） 

情報共有 

データ 

保存 アドバイス データ 
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